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平成 18 年に実施した地質調査結果での「地質データ採取位置及び推定断面」を図 1 に、

「地質データ(ボーリング柱状図)」を図 2 から図 4 に示す。地質調査では事業予定地の地

層構成を次のように示している。 

 

１ 表層 

埋土及び粘性土であり、深度２～2.3ｍまで分布している。粘性土のＮ値は４～７で

あり、著しく軟弱な層ではない。 

 

２ 上層部 

深度 8.5ｍないしは 9.7ｍまでの地盤で主に砂礫から構成されている。Ｎ値は 10～

20 程度を示すところが多い。まれに薄い砂層を挟む。 

 

３ 中間層 

深度 22.7ｍないしは 25.0ｍまでの地盤で、主に砂礫から構成される。まれに薄い砂

層を挟み、№１孔（図 2）の深度 20.0～25.0ｍに礫混じり砂が厚く分布する。Ｎ値は

20～30 程度を示すところが多い。№２孔（図 3）、№３孔（図）は全般にＮ値が大き

く、Ｎ値 50 以上の部分も頻繁に見られるが、№１孔はＮ値 20 前後のところが大部分

を占める。 

 

４ 下部層 

深度 22.7 ないしは 25.0ｍ以深の地盤で、主に砂礫から構成される。局部的にごく

薄い粘性土を挟む。Ｎ値は 30 以上を示し、Ｎ値 50 以上を示すところが多い。 

 

５ 地下水位 

地下水位は深度 3.5～3.9ｍ付近の浅い深度にあり、№１孔から№３孔の３地点の水

位面は地表面とほぼ平行で、部分的に地下水位が高いところや低いところはみられな

い。掘削深度が深くなっても孔内水位は、ほとんど変化することがなく一定である。 

このことから、調査深度内に被圧水はなく、調査時の水位が自由地下水位面を示し、

砂礫層は連続性の良い単一の帯水層となっていると判断される。 

【添付資料２】地質調査結果 

 



2 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 地質データ採取位置及び推定断面 
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図 2 地質データ（№1 孔） 



6 

 

図 3 地質データ（№2 孔） 
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図 4 地質データ（№3 孔） 


